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テーマ：アメリカにおける乳幼児の家庭養育の推進とQPI



⾥親ふつうの家庭
•普通の思いーどんな状況になっても⼦どもには家庭

•でもいろいろな家庭がある

•家庭はクローズになりやすい

•家庭で起きる虐待



⽇本の⾥親制度
• 1947年：児童福祉法制定 ⾥親制度が誕⽣⾥親養育が「私的な
ものから公的な措置」へと位置づけ
• 1987年：特別養⼦縁組制度
• 2000年：⾥親登録（⾥親⼿当て27000円・⼆⼈⽬半額）
• 2002年：⾥親の種類の区分「専⾨⾥親」が創設.ファミリー
ホームの創設
• 2011年：施設よりも⾥親の委託を優先すべき
• 2016年：児童福祉法改正 ⾥親⽀援の拡充「新しい社会的養育
のビジョン」
• 2024年：⾥親⼿当て72000円⼆⼈⽬も同額



⽇本の⾥親の地位は？
•⾥親は⾥⼦を、⾃分のプライベートな空間に招き⼊れ、社会的
な養護を⾏う。
•措置：⾏政処分ー施設の事故は公的な責任⾥親は、保険で⽀
払っている
•家庭養育の良いところー何よりもアタッチメントメント形成に
より、⾃他共への信頼感、⼈間としての⼟台のが⾃然に育つ場
そのこどもの⼀⽣に影響。社会への信頼と⾃⽴
•家庭養育のリスクー何かあった時は脆弱。クローズになりやす
い、その家の⼦育て価値観に影響されやすい。



⾥親家庭は、しっかりと社会的養護を担う役割がある

• リクルート・登録前研修で、明確に社会的役割を担う存在であるこ
とへの学び
• 親⼦分離だけでもトラウマである。そのことを踏まえて、⾃分の価
値観だけではなく、社会的に⼦育てのことを常に学び続ける姿勢の
必要性（その⼦に発達・期待値・トラウマ・特性・気持ちに寄り添
う事・ペアレントトレーニング等）
• オープンな⼦育て、⾥親家庭との繋がりーピアでの⽀えあいの⼤切
さ
• 社会的⽀援を受けることの専⾨性（助けを求めることの専⾨性）
• チーム養育が基本である



⾥親の社会的役割の意識醸成のために
• 半分はプライベートで⾏っているが半分は社会的に⼦どもを育てている。
•
• ⼼はお⺟さん・お⽗さん、社会的には⼦どもをしっかりと守り育てる役割、
時には実親も⽀える⼦育て⽀援の役割

• ⇒ ⾥親は⽀援するという価値・⼼を持った職業的な意識と役割をもって
いかなければならない。

• ⾥親の⽴場の曖昧さが、児相や⽀援機関とパートナーシップや、対等な
チーム養育を阻んでいる。
• ⾥親同志のピアのつながりの⼤切さ―⾃分の家庭で育てているという仲間
の中でのピアカウンセリングによるエンパワーメント



⾚ちゃんには
家庭が必要

•  キャロルという74歳の弁護士が、乳児院のような
所で働いていた。沢山の赤ちゃんがいた！自分の生ま
れた赤ちゃんは、ここでは、育てられないと思った！

• 赤ちゃんは、特定の大人➕アルファによって丁寧に育
てられないと大人になるにつけメンタルヘルスの問題に
なる。

• 「ただただ赤ちゃんには、家庭が必要。」施設ではダ
メ！と思い、裁判を起こす。

• 郡と州を相手に訴訟をおこして、勝った！

• 今は、カリフォルニアでは、子どもは、施設でそたてては
いけない法律を作った方！それが弁護士キャロル！



⾥親の地位向上
• QPIークオリティーペアレントーイニシャチブー質の高い子育て行う必要

がある。

• QPIは、プログラムではなく、里親そのものがいかにあるべきかの考え
方！

• 里親当事者の権利が大切。－ベッドやホテルではない。子どもと安心・
癒される関係を構築する場だから、施設ではなく家庭が必要。

• カルチャーシフトが必要

• 児相、ソーシャルワーカー 里親と実親とのパートナーシップで、里子を
育てる。

• 実親も大切にされなければならない。

• 里親は、大切なことをしている。もっと社会から、リスペクトされる必要が
ある。地位を上げる必要がある。

• エクセレントな里親になるために、学びと里親同士の支え合いが必要。

• 施設シェルターは、200人定員だったが、今は、20人の一時保護の子ど
もだけ。

• 施設は、支援機関・一時保護所的な役割となっている。

⾥親さんと
⽀援機関の⽅々

実親さんも
参加していた



⾚ちゃん・こどもへ
の愛に基づいて
• 💕全て⾚ちゃんだったら、(こども)たったら、
どんなケアを受けたいかに、基づいている！💕
• 障害のある⼦も、社会的養護が必要になった時、
家庭で育てられるべき！
• 良いファミリーが必要！という事を⼤切に歩ん
で来た！
• ミスや失敗をして成功につながる。
• こどもにはファミリーが必要
• コミュニティから外そうとするのは差別である
（サンタクララの施設を閉鎖したディレクター）
• エクセレントな⾥親はトレーニングが必要。⽀
えあうチームのメンバーである必要がある。



こどものケ
アニーズに
よって⼿当
が変わって
くる



ワシントン州の⾥親さんたち
定期的なミーティング・クリスマス会などの⾏事やレスパイトでの預かりなどモッキンバードシステムなどの
中で⽀えあっている。
・⾚い服を着たダイアナさんは35年のベテラン⾥親さんで、特別養⼦縁組をしたこどもの⾥親をしている。
・⿊い服を着た⾥親さんサラは実⼦も含めて８名の⼦どもを育てている。医療的ケアの⼦もいる。
・コーリー夫妻は、みんなを⽀える⽴場で動いている。



⼦どもがどんな
状況になって
も、その⼦らし
く輝いていくた
めに

⽇本の⾥親も、社会的に
リスペクトされ、⼦ども
に権利をまもり寄り添え
るエクセレントな⾥親に
なる努⼒もし、⾥親に寄
り添い型の⽀援もあり、
チームでみんなで⼦ども
を育てていきましょう。


